
　2018年7月号 22

☎0745-82-8000（代）

市役所の開庁時間
午前 8時 30分～
　　　午後 5時 15分
（土・日曜日、祝日、
　　　　年末年始は閉庁）

福 

祉 

医 

療

■
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
の
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
資
格
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
で
す
。
対
象
の
方
に

は
新
し
い
資
格
証
を
更
新
申
請
書
と

と
も
に
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

同
封
の
申
請
書
等
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
返
信
用
封
筒
で
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
30
年
１
月
２
日
以

降
に
宇
陀
市
に
転
入
さ
れ
た
方
や
未

申
告
等
で
所
得
不
明
の
方
、
そ
の
他

手
続
き
が
必
要
な
方
は
、
窓
口
へ
お

越
し
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
7
月
中
旬
に

通
知
し
ま
す
。

■
各
制
度
の
対
象
者
は
次
の
と
お
り

【
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
】

対
象

○
65
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ

１
・
Ａ
２
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
○
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
な

い
人
で
、身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・

２
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
１
・

Ａ
２
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

【
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
】

対
象　
母
子
・
父
子
家
庭
の
母
・
父
、

児
童
（
18
歳
の
年
度
末
ま
で
）
な
ど

【
重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療
費
助

成
制
度
】

対
象

○
65
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳

Ａ
１
・
Ａ
２
を
お
持
ち
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
。

○
75
歳
以
上
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
の
方

※
重
度
心
身
障
害
老
人
等
医
療
費
助

成
制
度
受
給
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

受
給
資
格
証
を
発
行
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
更
新
手
続
き
は
必
要
で
す
。

※
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
（
0

歳
～
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
）

と
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
（
小
・

中
学
生
）
は
更
新
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
や
振

込
口
座
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
8
月
１
日
か
ら

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
が
始
ま

り
、
小
・
中
学
生
の
通
院
の
助
成

も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
申
請
書
が
未

提
出
の
方
は
受
給
資
格
証
の
交
付
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
費
助
成
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

手
続
き
が
ま
だ
の
方
は
お
早
目
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

■
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
　
　

７
月
13
日
（
金
）
に
国
保
加
入
世

帯
の
世
帯
主
あ
て
に
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
。
本
人
が
国
保
に
加
入

し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
世
帯
の
な

か
に
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
い

れ
ば
、
世
帯
主
に
納
税
義
務
が
生
じ

る
た
め
、
あ
て
先
は
世
帯
主
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
税
額
は
、
被

保
険
者
の
み
で
計
算
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
に
な
る
の
は
、
届
け
出

し
た
と
き
で
は
な
く
職
場
の
健
康
保

険
等
を
抜
け
た
と
き
、
転
入
し
た
と

き
な
ど
で
す
。

【
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
方
】

　

受
給
の
年
金
か
ら
天
引
き
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
申

し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
の
納
付
に

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
普
通
徴
収（
年
金
天
引
き
以
外
）の
方
】

　

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
年
８
期

に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
発
送
し
ま
す

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
に
交
付

さ
れ
て
い
る
こ
の
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
対
象
の
方

に
は
新
し
い
受
給
者
証
を
、
７
月
23

日
（
月
）
に
郵
送
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
受
給
者
証
は
、

８
月
１
日
以
降
に
保
険
年
金
課
、
各

地
域
事
務
所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
手

続
き
が
必
要
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
で
す
。
引
き
続
き
認

定
証
が
必
要
な
方
は
、
７
月
23
日

（
月
）
以
降
に
保
険
年
金
課
、
各
地

域
事
務
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
に
滞

納
が
あ
る
場
合
は
、
認
定
で
き
ま
せ

ん
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー　

○
印
鑑　

○
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証　

○
現
在

お
持
ち
の
認
定
証　

○
長
期
入
院
該

当
の
方
（
※
）
は
、
過
去
1
年
間
の

入
院
領
収
書
（
※
申
請
日
前
91
日
以

上
の
入
院
が
あ
り
、
世
帯
主
お
よ
び

国
保
被
保
険
者
の
平
成
30
年
度
住
民

税
非
課
税
の
方
）

　
医
療
・
保
険
の
窓
口
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
保
険
年
金
課
（
☎
82
・
３
６
７
2
／
IP
☎
88
・
９
０
８
6
）
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政
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他

　

な
お
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
申

請
が
必
要
な
の
は
、
世
帯
主
お
よ
び

国
保
被
保
険
者
が
平
成
30
年
度
住
民

税
非
課
税
の
場
合
で
す
。

■
新
し
い
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療

養
受
療
証
を
発
送
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
受
療
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
で
す
。
新
し
い
受
療

証
は
平
成
30
年
度
住
民
税
の
課
税
状

況
に
よ
り
「
自
己
負
担
限
度
額
」
の

決
定
を
行
っ
た
後
、
７
月
23
日
（
月
）

に
郵
送
し
ま
す
。

■
所
得
申
告
に
つ
い
て

　

保
険
税
所
得
割
額
の
算
出
、
限
度

額
適
用
認
定
証
や
高
額
療
養
費
の
判

定
な
ど
の
基
礎
と
す
る
た
め
、
所
得

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
毎
年
必
ず
所

得
の
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
申
告
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早

急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

■
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
発
送
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
対
象
の
方

に
は
新
し
い
保
険
者
証
を
、
７
月
中
旬

に
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
者
証
は
、

８
月
１
日
以
降
に
保
険
年
金
課
、
各

地
域
事
務
所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■国民健康保険税額の決まり方
税額は、医療分、後期支援金分、介護分で構成され、それ
ぞれ所得割額、均等割額、平等割額の合計金額で決まります。

所 得 割 均 等 割 平 等 割 限 度 額

 医　療　分 9.3％ 27,800 円 22,400 円 54 万円

 後期支援金分 2.7％ 9,000 円 7,200 円 19 万円
 介　護　分

（40 ～ 64 歳の方） 3.0％ 15,200 円 － 16 万円

■後期高齢者医療保険料の決まり方

　保険料の額は、
 　・均等割（被保険者が等しく負担する部分）
 　・所得割（前年の所得に応じて負担する部分）の合計

※平成 30 年度は保険料が改定されます。
　（保険料は、2 年ごとに広域連合により改定されます。）
※賦課限度額は、62万円です。（どんなに所得が高い方でも、
年間保険料額は 62 万円が上限となります）

保険料
（年額）

均等割額
（45,200 円）

所得割額
（総所得金額－ 33 万円）

× 8.89％
＝ ＋

　

な
お
、
平
成
29
年
度
分
以
前
の
保

険
料
に
未
納
が
あ
る
方
に
は
、
や
む

な
く
、
短
期
証
（
通
常
よ
り
有
効
期

間
が
短
い
保
険
証
）
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

7
月
中
旬
に
平
成
30
年
度
の
納
入

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被

保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
方
】

　

受
給
の
年
金
か
ら
天
引
き
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
申

し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
の
納
付
に

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額 軽減割合
基礎控除額（33 万円）を超えない世帯で、
被保険者全員が年金収入 80 万以下の世帯

（その他各種所得がない場合）
9 割軽減

基礎控除額（33 万円）を超えない世帯 8.5 割軽減
基礎控除額（33 万円）＋ 27.5 万円×世帯
の被保険者数を超えない世帯 5 割軽減

基礎控除額（33 万円）＋ 50 万円×世帯の
被保険者数を超えない世帯 2 割軽減

■後期高齢者医療保険料軽減制度が
　　　　　改正になります（平成 30 年度～）
均等割額軽減措置のうち、5 割軽減と 2 割軽減について判
定基準所得が改正されます。

【均等割軽減内容】

【職場の健康保険などの被扶養者だった方の軽減措置の改正】
後期高齢者医療制度の資格取得前日に職場の健康保険な
どの被扶養者だった方は、今年度は均等割額が 5 割軽減
となり、所得割額は課されません。
※均等割額軽減は、9 割軽減、8.5 割軽減が優先されます

い
方
の
中
に
は
、
生
活
習
慣
病
の
予

備
群
や
、
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
可
能
性
の
あ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

重
症
化
す
る
と
高
額
な
医
療
費
が
必

要
と
な
る
上
、
日
常
生
活
に
も
大
き

な
支
障
が
で
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
国
保
で
は
、
国
保
運

営
の
健
全
化
に
貢
献
し
、
積
極
的
に

健
康
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
被
保
険

者
世
帯
に
対
し
、
人
間
ド
ッ
ク
を
無

料
で
受
け
て
い
た
だ
け
る
市
国
民
健

康
保
険
健
康
推
進
奨
励
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
全
て
に
該
当
す
る
国

民
健
康
保
険
加
入
世
帯

○
前
年
1
年
間
（
平
成
29
年
3
月
1

日
～
平
成
30
年
2
月
28
日
ま
で
の

期
間
）
に
世
帯
に
属
し
た
被
保
険

者
が
保
険
診
療
を
受
け
な
か
っ
た

世
帯

○
前
年
度
に
、
特
定
健
康
診
査
の
対

象
に
な
る
被
保
険
者
全
員
が
特
定

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
世
帯

○
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯

　

な
お
、
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、

決
定
通
知
書
と
人
間
ド
ッ
ク
無
料
受

診
票
を
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

【
普
通
徴
収（
年
金
天
引
き
以
外
）の
方
】

　

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
年
８
期

に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
方
法
に
つ
い
て
特
別

徴
収
（
年
金
天
引
き
）
か
ら
口
座
振

替
へ
の
変
更
が
可
能
で
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
保
険
年
金
課
、
各
地
域
事

務
所
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

健
康
推
進
奨
励
事
業

■
１
年
間
健
康
に
過
ご
し
て
人
間
ド
ッ
ク

受
診
券
を
無
料
で
ゲ
ッ
ト
！

　

特
定
健
診
や
医
療
を
受
け
て
い
な

※一定の障がいをお持ちの方へ
　65 歳以上 75 歳未満の方で一定の障がいをお持ちの人は、
現在ご加入されている医療保険と後期高齢者医療保険のい
ずれかを選択していただくことができます。後期高齢者医
療保険の選択をご希望になられる方は、保険年金課までお
問い合わせください。
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国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

■
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
は
、
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
納
付
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
は
、
本
人
が
50
歳
未
満

の
と
き
に
限
っ
て
、
本
人
と
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
全
額
納
付
猶
予
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
免
除
申
請
を
７
月
か
ら
受

付
し
ま
す

　

対
象
は
７
月
か
ら
平
成
31
年
６
月

ま
で
の
期
間
で
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら

２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申

請
時
点
か
ら
2
年
１
か
月
前
ま
で
の

期
間
）
に
つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
な
ど
を
申
請
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
し
た
方
に

は
、
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請

者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
が

所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除
で
は
、
審

査
の
対
象
と
な
る
該
当
者
の
所
得
を

除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公
的

機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
桜
井
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
４
４
・
42
・
０
０
３
３
）

問
保
険
年
金
課

（
☎
82
・
３
６
７
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
６
）

市
営
住
宅
（
公
営
・
改
良
）

入
居
者
募
集

【
入
居
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間
】

日
時　

７
月
２
日（
月
）～
13
日（
金
）

業
務
時
間
中

場
所　

公
営
住
宅
課

【
申
し
込
み
】
申
込
書
に
よ
り
問
へ

（
郵
送
不
可
）

※
申
し
込
み
は
１
世
帯
１
戸
の
み

【
必
要
書
類
】
入
居
申
込
書
・
誓
約

書
・
市
税
完
納
証
明
書
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
な
ど

【
申
込
資
格
】

○
今
年
6
月
30
日
時
点
で
市
内
に
住

所
が
あ
る
方
、
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
お
り
、
住
む
と
こ
ろ
に

困
っ
て
い
る
方
（
持
ち
家
が
あ
る

方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
）。

※
改
良
住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
年
6

月
30
日
時
点
で
、
団
地
の
住
所
地
域

に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

○
同
居
親
族
が
い
る
方
。
婚
約
中
で

入
居
指
定
日
ま
で
に
婚
姻
で
き
る

方
、
事
実
上
婚
姻
（
内
縁
）
関
係

に
あ
る
方
（
住
民
票
に
よ
り
確
認

で
き
る
方
）。

○
世
帯
全
員
の
基
準
月
収
額
が

15
万
8
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
裁
量
世
帯
の
該
当
の
方

は
21
万
4
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

※
基
準
月
収
額
と
は
「
年
間
総
収
入

額
」
か
ら
「
年
間
所
得
金
額
」
を
計

算
し
、「
世
帯
の
年
間
所
得
金
額
」
を

求
め
、「
世
帯
の
控
除
合
計
額
」
を

差
引
額
を
12
か
月
で
割
戻
し
た
額
。

○
市
税
そ
の
他
市
に
対
す
る
納
入
金

の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力

団
の
構
成
員
で
な
い
こ
と
。

○
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

た
方
は
滞
納
・
無
断
退
去
な
ど
を

し
て
い
な
い
こ
と
。

＊
現
在
市
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い

る
方
、
不
自
然
な
世
帯
分
離
を
し
て

い
る
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

【
入
居
者
の
決
定
方
法
】

　
く
じ
に
よ
る
抽
選

抽
選
会
日
時　
8
月
17
日
（
金
）

入
居
指
定
日　
9
月
３
日
（
月
）

【
そ
の
他
】

○
入
居
資
格
審
査
会
で
申
込
者
の
実

態
調
査
と
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
。

■笠神団地 202 号（公営住宅）
団 地 の 住 所 菟田野松井 252-1
構 造 / 建 設 年 度 RC 造 4 階建 / 平成 9 年
間 取 り / 面 積 3LDK/74.24㎡（子育て世帯向け）
家 賃 19,000 円～（収入に応じて算出）
共 益 費 2,000 円（年度毎に変動する場合あり）
駐車場 2,000 円（必要な場合、１戸につき１台のみ）

■第１団地 31 号（公営住宅）
団 地 の 住 所 大宇陀小附 1686
構 造 / 建 設 年 度 簡易耐火構造 2 階建 / 昭和 56 年
間 取 り / 面 積 3DK/65.72㎡
家 賃 7,000 円～（収入に応じて算出）

■高倉中団地 3 号（公営住宅）
団 地 の 住 所 榛原檜牧 2143-1
構 造 / 建 設 年 度 簡易耐火構造 2 階建 / 昭和 49 年
間 取 り / 面 積 2DK/49.60㎡
家 賃 10,000 円～（収入に応じて算出）

■川原団地 345 号（改良住宅）
団 地 の 住 所 菟田野岩﨑 2-23
構 造 / 建 設 年 度 簡易耐火構造 2 階建 / 平成 2 年
間 取 り / 面 積 4DK/94.13㎡
家 賃 7,000 円～（収入に応じて算出）

■西谷改良団地 16 号（改良住宅）
団 地 の 住 所 室生西谷 139-1
構 造 / 建 設 年 度 木造 2 階建 / 平成 9 年
間 取 り / 面 積 4DK/84.22㎡
家 賃 10,500 円～（収入に応じて割増）
共 益 費 2,400 円（毎年度、変動する場合あり）

■募集物件一覧

○
市
営
住
宅
は
建
築
年
数
も
経
過

し
、
壁
等
に
傷
や
汚
れ
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
修
繕
で
き
か
ね
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

【
敷
金
】
入
居
時
の
家
賃
の
３
か
月

分
の
敷
金
が
必
要
で
す

問
公
営
住
宅
課

（
☎
82
・
５
６
４
２
／
IP
☎
88
・
９
０
９
６
）▲公営住宅　笠神団地
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お
知
ら
せ

く
ら
し
・
環
境

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

■
農
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
未
来
の
自
分
の
た
め
に
農
業
者
年

金
に
ご
加
入
を

【
加
入
資
格
】
国
民
年
金
の
第
一
号
被

保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方

【
農
業
者
年
金
の
特
徴
・
メ
リ
ッ
ト
】

○
農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
る

○
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立
方

式
（
確
定
拠
出
型
年
金
）
の
年
金

○
保
険
料
の
額
は
自
由
（
月
額
2
万

～
6
万
7
千
円
）
に
決
め
ら
れ
る

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付

○
保
険
料
の
全
額
社
会
保
険
料
控
除

な
ど
、
税
制
面
の
優
遇
措
置
あ
り

○
認
定
農
業
者
な
ど
意
欲
あ
る
担
い

手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
あ
り

【
農
業
者
年
金
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
.nounen.go.jp

■
農
地
の
形
状
を
変
更
す
る
と
き

は
、
届
出
が
必
要
で
す

　

自
己
所
有
の
田
に
土
を
入
れ
て
畑

と
し
て
使
用
す
る
場
合
な
ど
、
農
地

の
改
良
を
目
的
と
し
た
形
状
変
更（
盛

土
、
掘
削
な
ど
）
を
さ
れ
る
場
合
は

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
は
農
業
上
大
切
な
も

の
で
あ
り
、
一
度
農
地
以
外
の
も
の

に
さ
れ
る
と
元
に
戻
す
こ
と
が
困
難

な
た
め
、
適
正
な
農
地
転
用
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
地
を
転

用
（
住
宅
用
地
や
道
路
、
植
林
な
ど

農
地
以
外
の
こ
と
に
利
用
す
る
こ

と
）
す
る
場
合
は
必
ず
許
可
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
無
許
可
で
行
っ
た
場
合
は
農
地
法
違

反
と
な
り
、
原
状
回
復
命
令
や
懲
役
、

罰
金
な
ど
厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

■
遊
休
農
地
の
草
刈
や
管
理
を

　

遊
休
農
地
を
放
置
し
て
お
く
と
、

作
付
け
が
で
き
な
く
な
る
と
同
時

に
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の
寝
床

と
な
り
、
他
の
良
好
な
農
地
ま
で
獣

害
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
雑
草
の
繁
茂
に
よ
り
害
虫

や
花
粉
症
の
発
生
源
と
な
り
、
住
環

境
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に

荒
廃
地
周
辺
の
方
々
に
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め

に
、
少
な
く
と
も
年
２
回
以
上
の
草

刈
な
ど
の
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
（
農
林
課
内
）

（
☎
82
・
５
７
８
１
／
IP
☎
88
・
９
０
８
９
）

・アルバイトや就職の際に職場に提出する個人番号と本
人確認が１枚でできます。

・免許証などと同様に、身分証明書として使えます。
・住民票・印鑑登録証明書・税証明書などが全国のコン

ビニで取得できます。
・e-Tax（電子申請）を、国税庁ホームページより申請

できます。

マイナンバーカードで何ができるの？

コンビニで住民票など
取得できる
コンビニ交付サービス
を実施中♬

①郵送で
　通知カードに同封された交付申請書に顔写真を添付し、

同封されている返信用封筒で郵送するか、市民課また
は各地域事務所へご持参ください。

＊返信用封筒の有効期限が切れていても使用できます。

②スマートフォンで
　通知カードに同封された交付申請書のＱＲコードを読

み込むか、交付申請書に記載された申請書ＩＤを利用
して申請してください。

　＊詳しくは、「マイナンバーカード総合サイト」を検索
　

※交付申請書の記載内容に変更がある場合は、市民課ま
た地域事務所で申請書の再交付手続きを行ってください。

どうやって入手するの？

 問市民課（☎ 82・2143 ／ IP ☎ 88・9076）

③市役所のマイナポータル公共端末
　　　　　　　　　でも手続きできます♪
　　　　　　　　　　　　　（受付時間が拡大しました）
本人確認書類（※ 1）・通知カード・住民基本台帳カー
ド（お持ちの方のみ）を持参し、市役所で顔写真を撮影、
オンラインで申請ができます。
▶場所：市民課または各地域事務所　　
▶受付時間：毎週火～木曜日の午前９時～午後４時

（※ 1）
○顔写真付の公的な身分証明書の場合 1 点
　（運転免許証、住民基本台帳カード、身体障害者手帳等）
○顔写真のない公的な身分証明書の場合 2 点
　（国民健康保険被保険者証、介護保険被保険者証、
　 年金手帳、学生証等）

カードの受取方法について、
①・②は再度来庁が必要、
③は郵送・再度来庁の両方の
方法がありますので、事前に
お尋ねください。

※カード受け取りまでに、
１か月程度かかります。

もう　 ってる？
　マイナンバーカード！マイナンバーカード！

持
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（宇陀市立中央図書館）
★おはなし会（約 30 分）
　すくすくひろば（０～３歳）
　7 月 11・25 日（水）
    ①10：00 ～　②10：45 ～
　おはなしクラブ
　7 月 14 日（土）
　 ①10 ： 30～  （小さい子）  ②11： 15 ～（大きい子）
★夏休みおはなし大会（約 60分）
　7 月 28 日（土）10 ： 30～ 
  お話、絵本のほかにもパネルシアターなど楽しい
プログラムを盛りだくさん用意して皆さんをお待ち
しています。
★夏休み映画会（約 50分）
　『忍たま乱太郎の宇宙大冒険 2 話あり』
　7 月 21 日（土）11： 00 ～ 
★夏休み折り紙教室（約120 分） 
　『くす玉・地蔵・ハーモニーケースをつくろう！』
   7 月 23 日（月）14：00 ～

（宇陀市立大宇陀図書館）
★おはなし会（約 60分）
   7 月21 日（土）10：30～　場所：和室（2F）
★映画会（約50分）
　『忍たま乱太郎の宇宙大冒険 2 話あり』
　7 月28 日（土）10：30 ～　　　　場所：研修室（１F）

7月の休館日  3・10・16・17・24・31
中央図書館　☎ 82 － 4749・IP 88 － 9110
　【開館時間】9:30～17:00
　大宇陀図書館　☎ 83 － 0976
　【開館時間】9:00～17:00

毎週火と祝日

玩槭文庫 (がんしゅくぶんこ ) だより
　　「子ども読書の日」のイベントとして、５月１
３日（土）に野原で、おはなし会を実施します。
①10：30 ～②14：00 ～（約 30 分）
奈良カエデの郷ひらら 内☎ 84 ・ 2888

新作です !!

新作です !!

人
権
文
化
講
座
受
講
生
募
集

　

菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は

「
福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
施
設
」
と
し
て
、
よ
り
豊
か
な
人

権
文
化
の
創
造
を
目
指
し
た
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
場
所
】
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
菟
田
野
古
市
場
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
で
継
続

し
て
参
加
で
き
る
方

【
申
し
込
み
】
7
月
2
日
（
月
）
～
13

日
（
金
）　

午
前
9
時
～
午
後
5

時
ま
で
（
日
曜
日
を
除
く
）

講座名 内　容 開催日時 定員

かご雑貨づくり
（エコクラフト手芸）

手芸用紙バンドを編ん
で、暮らしに役立つ「か
ご雑貨」を作製しま
す。基本から無理なく
ステップアップし、い
ろんなかわいい雑貨を
作ってみませんか！

7/26（木）
8/30（木）
9/27（木）

10/25（木）
11/29（木）
12/20（木）

10 人

13：00
～ 15：30

問菟田野人権交流センター
　（☎ 84・2031/IP ☎ 88・9179/FAX84・3843）

野
生
動
物
追
払
い
犬

（
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
）
の
訓
練

犬
を
募
集

　

市
で
は
、
ご
家
庭
で
飼
わ
れ
て
い

る
イ
ヌ
を
追
払
い
犬
に
育
成
し
、
追

い
払
い
に
よ
る
被
害
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
飼
わ
れ
て
い
る
犬
を
追

払
い
犬
に
育
て
て
み
た
い
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
訓
練
方
法
】
訓
練
は
訓
練
士
の
方
よ

り
訓
練
方
法
を
学
び
、
飼
い
主
の

方
が
犬
を
訓
練
し
ま
す
。

【
訓
練
費
用
】
無
料
（
訓
練
用
の
リ
ー

ド
な
ど
を
購
入
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
）

【
訓
練
日
】
９
月
～
平
成
31
年
3
月

　

毎
週
火
曜
日
（
予
定
）

【
テ
ス
ト
】
申
し
込
み
の
後
、
適
正

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
テ
ス
ト

の
結
果
お
よ
び
犬
種
、
年
齢
等
の

理
由
に
よ
り
申
し
込
み
い
た
だ
い

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

こ
の
事
業
は
、（
財
）
日
本
遺
族

会
が
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
先
の
大
戦
で

父
親
等
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
に
戦
没
さ
れ
た
旧
戦
域
を

訪
れ
、慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
地
域
の
住
民
と
の
友
好
親
善
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
費
用
】
10
万
円

【
実
施
地
域
】
旧
満
州
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
旧
ソ
連
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
等

※
実
施
地
域
や
日
程
等
、
詳
し
く

は
日
本
遺
族
会
事
務
局
（
☎
０
３
‐

３
２
６
１
‐
５
５
２
１
）ま
た
は
問
へ
。

問
厚
生
保
護
課

（
☎
82
・
２
２
２
１
／
IP
☎
88
・
９
０
７
９
）

て
も
、
訓
練
を
お
断
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
訓
練
途
中
で
数
回
の
テ

ス
ト
を
実
施
し
、
追
い
払
い
犬
に

適
さ
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

訓
練
を
中
断
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
】
8
月
3
日
（
金
）
ま
で

に
問
へ

問
農
林
課

（
☎
82
・
３
６
７
９
／
IP
☎
88
・
９
０
９
０
）

広報3月号でも
特集した

ワン！
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➊
～
➌
共
通

【
申
し
込
み
】
７
月
1
日
（
日
）
～
15

日（
日
）の
期
間
中
に
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
☎
も
し
く
は

中
央
公
民
館
窓
口
へ

問
中
央
公
民
館

（
☎
83
・
０
５
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
０
）

【
休
館
日
】
木
曜
日
・
祝
日

➊
特
別
天
然
記
念
物

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
夜
間
家
族

観
察
会

【
日
時
】
7
月
28
日
（
土
）

【
集
合
時
間
・
場
所
】
午
後
６
時
30
分　

室
生
振
興
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

①
講
座
（
午
後
6
時
30
分
～
）

　
　

室
生
振
興
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館
講
座

　
　
　
　
子
ど
も
学
級

➊
夏
休
み
木
工
教
室

【
開
催
日
】
7
月
30
日
（
月
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館
（
大
宇
陀
地
域

事
務
所
隣
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

　
（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
定
員
】
25
人
（
抽
選
）

【
参
加
費
】

① 

木
の
ま
ち
づ
く
り
（
１
～
4
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
０
０
円

②
小
物
入
れ
（
5
・
6
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
０
０
円

【
講
師
】
神
野
山
木
工
館
館
長

　
　
　
　
　
　
　

松
村
朋
子
先
生

➋
社
会
見
学
に
行
こ
う

【
開
催
日
】
８
月
2
日
（
木
）

【
行
き
先
】
ダ
ス
キ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

　
夏
休
み
！
み
ん
な
で
学
ぼ
う
!!

　
夏
休
み
特
別
講
座 

参
加
者
募
集

【
集
合
】
総
合
体
育
館
駐
車
場

　

正
午
集
合
出
発

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

　
（
2
年
生
以
下
は
保
護
者
１
人
同
伴
）

【
定
員
】
25
人
（
抽
選
）

【
参
加
費
】
７
０
０
円

【
準
備
物
】
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

➌
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
教
室

　
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
カ
ッ
プ
作
り
）

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
と
は
、
真
っ
白
な
器
を

好
き
な
よ
う
に
彩
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

食
器
を
作
る
こ
と
で
す

【
開
催
日
】
８
月
18
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

【
場
所
】
榛
原
分
館
（
榛
原
総
合
セ
ン

タ
ー
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

　
（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
定
員
】
25
人
（
抽
選
）

【
参
加
費
】
５
０
０
円

【
講
師
】
お
稽
古
サ
ロ
ン

　

 

La m
om

on　

佐
藤
と
も 

先
生

▶小物入れ

▲木の
まちづくり

▲オリジナルマグカップ

講座名 日　時 場　所 定員 参加費 申込期間

古墳時代の
ものづくり

○銅鏡づくり

8 月 3 日（金）
9：30 ～ 11：30

室生振興センター
（室生大野）

各回
10 人

各回
200 円

7 月 2 日～
27 日

8 月 8 日（水）
9：30 ～ 11：30

榛原総合センター
（榛原萩原）

7 月 2 日～
８月 1 日

8 月 22 日（水）
9：30 ～ 11：30

菟田野分館
（菟田野松井）

7 月 2 日～
8 月 15 日

8 月 24 日（金）
9：30 ～ 11：30

文化分館
（大宇陀拾生）

7 月 2 日～
8 月 17 日

文
化
財
課
特
別
講
座

大好評で今年も開催！
すっかり宇陀の風物詩に

なったねえ～

②
観
察
会
（
午
後
7
時
30
分
～
9
時
）

　
　

室
生
川
（
も
み
じ
公
園
付
近
）

※
雨
天
・
悪
条
件
の
場
合
、
観
察
会

は
中
止

【
対
象
】
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護

者
（
必
ず
保
護
者
同
伴
で
）

【
持
ち
物
】濡
れ
て
も
良
い
運
動
靴（
長

靴
や
サ
ン
ダ
ル
は
禁
止
）、
懐
中
電

灯
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
飲
み
物
、

手
袋　

な
ど

【
定
員
】
15
組
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】
７
月
2
日
（
月
）
～

24
日
（
火
）
の
期
間
中
に
、
住
所
、

氏
名
（
保
護
者
、
小
学
生
）、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、☎・Ｆ
Ａ
Ｘ・

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
。

➋
考
古
学
体
験
講
座

　

む
か
し
の
も
の
づ
く
り
（
銅
鏡
づ

く
り
）
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

【
内
容
】

○
銅
鏡
づ
く
り　

樹
脂
製
の
鋳
型
に
合

金
を
流
し
込
み
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
鏡

を
作
り
ま
す
。

※
縄
文
土
器
の
施
文
（
模
様
つ
け
）
体

験
も
で
き
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

　
（
３
年
生
以
下
は

　

  

保
護
者
同
伴
）

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
な
ど
（
作
業

の
で
き
る
服
装
）、
雑
巾

【
申
し
込
み
】
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
☎
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
で
。

※
会
場
ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

小
学
生
の
み
参
加
の
場
合
は
、
保
護

者
に
よ
る
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
文
化
財
課

（
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５
／　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

82
・
３
９
０
０
）

メ
ー
ル
：bunkazai@city.uda.lg.jp
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7月の文化会館だより　
かぎろひホールの催し� （6 月 13 日現在）

日 曜日 催し物案内 主催者 時間 対象など

4 水
聴覚障害者とともに
社会を築くために
講師：宇陀市聴覚障害者協会

大宇陀中学校
育友会 開演  13：15 生徒

保護者

6 金 修学旅行発表会 大宇陀中学校 開演  午後 生徒
保護者　一般

８ 日 東ピアノ教室発表会 東佐江子 開演  12：30 一般（無料）

14 土 差別をなくす市民集会 宇陀市
宇陀市教育委員会 開演  13：30 一般（無料）

15 日 ピアノ発表会 安達朋子 開演  13：00 一般（無料）

22 日 第 12 回宇陀市コーラス
のつどい

宇陀市コーラス
のつどい 開演  14：00 一般（無料）

29 日 リトルサマーコンサート 生田擁子 開演  13：00 一般（無料）

　展示ホール催し　■小中学校人権ポスター・標語展示
　　　　　　　　　　　　【展示期間】7 月 13 日（金）～ 14 日（土）
　7 月の休館日（3・10・16・17・24・31 日）　

　　問宇陀市文化会館（☎ 83・0977）

逢
い
た
い
人
に
逢
え
る
星
の

夜
会
　
in
青
蓮
寺

　
「
逢
い
た
い
人
と
夢
か
な
う
寺
」

の
異
名
を
も
つ
中
将
姫
ゆ
か
り
の
山

中
の
尼
寺
青
蓮
寺
。
中
将
姫
の
お
話

と
と
も
に
、
人
工
の
光
が
届
か
な
い

木
々
の
狭
間
か
ら
瞬
く
夏
の
夜
空
を

鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
８
月
11
日
（
土
）

　

雨
天
時
は
12
日
（
日
）
に
順
延

　

午
後
6
時
～
9
時
（
予
定
）

【
場
所
】
青
蓮
寺
（
菟
田
野
宇
賀
志

１
４
３
９
）

【
内
容
】
青
蓮
寺
入
山
口
か
ら
片
道

約
１
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

　

境
内
に
て
歴
史
よ
も
や
ま
話
と
星

空
観
賞
。

【
対
象
】
小
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
恰
好
、
懐

中
電
灯

【
定
員
】
40
人
（
事
前
申
込
要
・
先

着
順
）
詳
細
は
後
日
案
内
し
ま
す

【
参
加
費
】
無
料

【
星
空
講
師
】
市
教
育
委
員
会

　

教
育
総
務
課
課
長　

岡
橋
秀
光

【
申
し
込
み
】
８
月
３
日
（
金
）
ま
で

に
参
加
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
。

問
商
工
観
光
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１

　
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
８
２
１
１
）

メ
ー
ル
：s-kankou@

city.uda.lg.jp

　

室
生
寺
と
龍
穴
神
社
と
い
う
、
龍

神
信
仰
に
縁
の
深
い
両
社
寺
を
守
り

伝
え
た
室
生
。こ
の
龍
神
の
里
に
て
、

室
生
内
外
の
龍
蛇
信
仰
に
ま
つ
わ
る

事
例
や
、
民
俗
行
事
な
ど
を
紹
介
。

　

ま
た
４
千
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
古
の
先
住
民

族
ワ
イ
タ
ハ
族
の
長
老
を
招
聘
し
、

部
族
の
要
と
な
る
龍
神
信
仰
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
15
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
20
分
（
予
定
）

【
場
所
】
室
生
寺
（
室
生
78
）

【
定
員
】
１
５
０
人
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料（
室
生
寺
拝
観
料
要
）

【
申
し
込
み
】
７
月
11
日
（
水
）
ま
で

に
参
加
者
氏
名
、
電
話
番
号
を
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
。

龍
神
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
龍
神
信
仰
の
源
流
を
探
る
」

～
北
半
球
と
南
半
球
を
つ
な
ぐ
龍
脈
～

講演プログラム
「室生寺の歴史に息づく龍神信仰」

小田修史氏（室生寺　執事長）
「龍神にまつわる室生の伝説」

堀本正彦氏（室生地区　語り部）
「奈良県下の蛇信仰にかかわる民俗行事について」

鹿谷勲氏（奈良民俗文化研究所代表
／元奈良県立民俗博物館学芸課長）

「ワイタハ族の龍神、
　　そして日本人へのメッセージ」

デ ･ポロハウ・ルカテコラコ氏
（ワイタハ族長老）

宇陀室生龍神「青龍会」にご協力いただきます。
MANANAによる演奏もあります。

問
商
工
観
光
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１

　
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
８
２
１
１
）

メ
ー
ル
：s-kankou@

city.uda.lg.jp

デ ･ポロハウ・ルカテコラコ氏▶
ニュージーランドの先住民ワイタハの祭司。
龍を守る部族としての伝承をもつ先住民族ワイタハ族。居住
地域には「龍」の名前の付く聖地が数多くあり、室生地区と
の共通項が少なくない。
2011 年にはワイタハジャパンが発足、以来毎年来日し、古
代の叡智を通してワイタハ族と日本の架け橋となりながら、
各地で祈り、日本人の意識へと働きかけている。

県内各地で架空請求のハガキが
大量に確認されています !!
　現在、県内各地において、法務省など国の機
関の名をかたって「消費料金に関する訴訟最終
告知のお知らせ」「法務省管轄支局民間訴訟セン
ター」などと記載の不審なハガキが送られてき
たという相談が多数寄せられています。
　身に覚えがあってもなくても、ハガキに記載
されている問い合わせ先には決して電話をせず、
市の消費生活相談窓口（P31 参照）や警察へ相
談してください。

　問桜井警察署     （☎ 0744-46-0110）
　問宇陀警察庁舎  （☎ 0745-82-0110）
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集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン
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お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他

差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
の
取
り
組
み
に
ご
参
加
を
！

問
人
権
推
進
課
（
☎
82
・
２
１
４
７
／
IP
☎
88
・
９
０
７
７
）

催し・内容 日　　時 場　　所

街頭啓発 7 月 2 日（月） 近鉄室生口大野駅・榛原駅
サンクシティ、市役所前

人権啓発ポスター・標語展　
7 月 13 日（金）～14日（土）市民集会終演まで 文化会館

7 月 18 日（水）～ 26 日（木）※開庁時のみ 市役所ふるさとテラス
部落差別等撤廃と人権確立を目指
す県民集会 7 月 31 日（火）　12：30 ～ 橿原文化会館

人権・行政・心配ごと特設相談 
（予約不要・無料・秘密厳守）

人権相談 問人権推進課（☎ 82・2147）
行政相談 問総務課（☎ 82・1302）
心配ごと相談 問室生地域事務所
　　　　　　　　　（☎ 92・2001）

7 月 10 日（火）　10：00 ～ 12：00 室生人権交流センター

7 月 10 日（火）　13：30 ～ 15：00 音楽の森ふれあい館

7 月 11 日（水）　  9：00 ～ 12：00 室生振興センター

7 月 11 日（水）　13：30 ～ 15：00 ふるさと元気村

7 月 12 日（木）　10：00 ～ 12：00 大野西垣内集会所

7 月 12 日（木）　13：30 ～ 15：00 蕨集会所

※定例の人権相談・行政相談、心配ごと相談については P31 をご覧ください。

【講師】ソプラノ（オペラ）歌手
　　　　渡辺　千賀子さん

■差別をなくす市民集会　　７月 14 日（土）
　　　　　　午後 1 時 30 分～　　　場所：文化会館
　今回の集会は、「差別のない明るい社会をつくるために！」というテー
マでおはなしコンサートとして、渡辺千賀子さんに講演を行ってもらい
ます。渡辺さんは、平成 19 年 12 月 10 日「国連世界人権デー」のその日、
日本人では初めて、ニューヨーク国連内ハマーショルドホールでのコン
サートに招請されています。また、数多くのコンサートなどをこなす一
方で、子どもたちにもわかりやすい言葉で人間の平等を訴え、人権の大
切さを伝えるフォークソング中心の「小さな手のひらコンサート」を全
国各地で展開しています。　　　　　　　　※手話通訳・要約筆記あり

文化会館までバスを運行します
  室生地域事務所・・・12：30　　　 宇陀市役所・・・12：50
  菟田野地域事務所・・13：00　　  岩﨑東口バス停・・13：05

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
た
め
に

 

障
が
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
　
　
　
　
　
問
介
護
福
祉
課
（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
８
）

内
部
障
が
い
を
知
ろ
う

■
内
部
障
が
い
と
は
・
・
・

　
病
気
な
ど
の
た
め
に
体
の
な
か
（
内
臓
）

の
働
き
に
障
が
い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

障
が
い
の
種
類
に
よ
っ
て
日
々
の
生
活
で

困
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
状
態
で
す
。

■
主
な
内
部
障
が
い
の
種
類

「
心
臓
」
の
障
が
い

・
心
臓
の
働
き
が
低
下
し
た
状
態
で
す
。

心
臓
の
働
き
を
保
つ
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

と
い
う
機
械
を
使
用
し
て
い
る
人
も
い

ま
す
。

「
呼
吸
器
」
の
障
が
い

・
呼
吸
器
の
働
き
が
低
下
し
た
状
態
で
す
。

体
の
な
か
の
酸
素
が
不
足
す
る
た
め
、

酸
素
吸
入
装
置
を
使
用
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

「
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
」
の
障
が
い

・
ぼ
う
こ
う
や
直
腸
の
働
き
が
低
下
し
た

状
態
で
す
。
人
工
ぼ
う
こ
う
や
人
工
こ

う
門
を
使
用
し
て
い
る
人
（
オ
ス
ト
メ

イ
ト
）
も
い
ま
す
。

「
腎
臓
」
の
障
が
い

・
腎
臓
の
働
き
が
低
下
し
た
状
態
で
す
。

人
工
透
析
と
い
う
治
療
を
定
期
的
に
受

け
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

※
ほ
か
に
も
「
肝
臓
」「
小
腸
」「
免
疫
」

の
働
き
の
低
下
し
た
障
が
い
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
外
見
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
の
で
、
ま
わ
り
か
ら
理
解
し
て
も
ら

い
に
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
こ
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
ま
す

○
心
臓
に
障
が
い
が
あ
る
人
は
、
疲
れ

や
す
か
っ
た
り
、
胸
が
ど
き
ど
き
し

や
す
か
っ
た
り
し
ま
す
。

○
呼
吸
器
に
障
が
い
が
あ
る
人
は
、
た

ば
こ
の
け
む
り
を
と
て
も
苦
し
く
感

じ
ま
す
。

○
ぼ
う
こ
う
や
直
腸
に
障
が
い
が
あ
る

人
は
、
外
出
し
て
い
る
と
き
、
広
い

ス
ペ
ー
ス
の
ト
イ
レ
が
な
い
と
不
便

○
免
疫
に
障
が
い
が
あ
る
人
は
、
風
邪

な
ど
が
う
つ
る
と
悪
化
し
や
す
く
な

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
な
ど

■「
多
目
的
ト
イ
レ
」は
だ
れ
の
た
め
？

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ

る
「
多
目
的
ト
イ
レ
」
は
人
工
ぼ
う
こ

う
や
人
工
こ
う
門
を
使
用
し
て
い
る
人

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）、
車
い
す
の
人
、
赤

ち
ゃ
ん
連
れ
の
人
な
ど
の
た
め
に
、
広

い
ス
ペ
ー
ス
や
必
要
な
設
備
が
整
え
ら

れ
た
ト
イ
レ
で
す
。
必
要
の
な
い
場
合

は
利
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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職 
員 

募 

集

■
中
央
図
書
館

　　
事
務
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
職
務
内
容
】
図
書
館
業
務
の
補
助

【
勤
務
場
所
】中
央
図
書
館（
榛
原
萩
原
）

【
要
件
】
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
（
初
級

程
度
）
が
使
え
る
63
歳
未
満
の
人

【
雇
用
期
間
】
８
月
１
日
（
水
）
～
10

月
31
日
（
水
）

【
勤
務
時
間
】
応
相
談

【
時
給
】
８
６
０
円

【
申
し
込
み
】
7
月
15
日
（
日
）
ま
で

に
履
歴
書
を
持
参

問
中
央
図
書
館

（
☎
82
・
４
７
４
９
／
IP
☎
88
・
９
１
１
０
）

■
介
護
福
祉
課

　
事
務
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
1
名

【
職
務
内
容
】
障
害
福
祉
等
に
係
る
事

務
（
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
書
類
整
理

な
ど
）

【
勤
務
場
所
】
市
役
所
介
護
福
祉
課

【
要
件
】
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
（
初
級

程
度
）
が
使
え
る
63
歳
未
満
の
人

【
雇
用
期
間
】
８
月
１
日
（
水
）
～
平

成
31
年
3
月
31
日
（
日
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分
（
休
憩
1
時
間
）

【
時
給
】
８
6
０
円

【
申
し
込
み
】
7
月
13
日
（
金
）
ま
で

に
履
歴
書
を
持
参 

問
介
護
福
祉
課

（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
８
）

■
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合

　　
事
務
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
1
名

【
職
務
内
容
】
し
尿
処
理
業
務
（
し
尿

処
理
に
伴
う
機
械
操
作
お
よ
び
設

備
維
持
の
補
助
）

平成 30 年度（平成 31 年春採用予定） 

 宇陀市職員採用試験
（職務経験者）

職種・採用人員など、詳細は市ホームページを
ご確認ください。
　　　　　　
■第一次試験　
　日時：7 月 29 日（日）
　場所：榛原総合センター（榛原萩原）

■受験手続　
　申込方法：郵送または持参
　申込期間：7 月 3 日（火）～ 12 日（木）��

　問宇陀市職員採用試験委員会
　　　（人事課内）　（☎ 82・1303 ／ IP ☎ 88・9069）

宇陀市　職員採用試験

U・I・J ターン希望者を対象とした

【
勤
務
場
所
】
宇
陀
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
宇
陀
和
田
）

【
要
件
】
宇
陀
市
・
曽
爾
村
・
御
杖
村
・

東
吉
野
村
在
住
の
63
歳
未
満
で
、

健
康
で
体
力
の
あ
る
人

【
雇
用
期
間
】
７
月
中
旬
～
平
成
31
年

3
月
31
日
（
日
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分
（
休
憩
1
時
間
）

【
時
給
】
１
０
５
０
円
（
研
修
期
間

1
か
月
程
度
９
５
０
円
）

【
申
し
込
み
】
7
月
13
日
（
金
）
ま
で

に
履
歴
書
を
持
参
。
郵
送
の
場
合

は
7
月
12
日
（
木
）
消
印
有
効

問
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合

（
☎
84
・
２
３
３
７
／
IP
☎
88
・
９
１
９
７
）

■
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

　
介
護
職
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
要
件
】
60
歳
未
満

【
時
給
】
８
５
０
円
～

　

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
者
に
は
優

遇
措
置
あ
り

【
勤
務
体
制
】
日
勤
・
夜
勤
な
ど
相

談
に
応
じ
ま
す

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
・
資
格
証
明
書

の
写
し
を
提
出

※ 

随
時
募
集
中

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88
・
９
０
６
５
）

Re:START

職務経験者採用試験

平成 30 年 7 月 29 日実施

広報うだ 10 月号

わが家のアイドル
写真募集！

応募期限

8 月 24 日（金）
写真データ可

問秘書広報情報課
　（☎ 82・3912/IP ☎ 88・9083）
　 メール　hishokouhou@city.uda.lg.jp

元気なお子さんをたくさん紹介！
笑顔いっぱいの写真を広報に載せま
せんか。ぜひご応募を！
※市内在住の小学校入学までの方に限
ります。また、応募多数の場合は初め
ての方を優先します。詳しくは問へ
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